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沐

鴻

一

郎
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:
'
'
:

『

帝

国

主

義

研

究

』

'

-

- :
:

:

本
書
は
四
篇
の
論
文
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
四
つ 

の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
：
弟
一
部
.，

'「『

大
不
況』

—

イ
ギ
リ
ス■
を
-
.中
心
と
す
る」

.(

伊
.
. 

藤
誠)

、
第
.

ニ

部「

金
融
資
本
の
.形
成
と

(
イ
ギ
リ
ス 

.

資
本
市
場」

(

佗
美
光
彦)

、
第

三

部「

ア
メ
リ
カ
に. 

お
け
る
金
融
资
沐
の
形
成

」
(

.

浜
田
好
通)

、
.第
四
部 

「

ド
イ
ツ
金
融
資
本
と
資
本
市
場

」
(

塚
本
健)

.
と
い 

ぅ
構
成
で
あ
る
。

第
一
部
.
で
は
'
.;
ー
 

八
七
三
年
か
ら
こ
八
九
六
年
ま
人 

で

の
-.

大
不
況」

め
.

過
程
を
イ
ギ
リ
ス
を^-
心
'

と
し
. 

て
、
そ
の
初
期
、
'

中
期
，
末
期
と
に
分
け
て|

観
，し 

た

(

第
一
章)

I

後

に

、

恐

慌

め

形

態

変

化

、

::
.
'
不

況

過
 

程
の
変
質
、
好
況
過
程
の
性
格
な
.

ど
を
め
ぐ
っ
て
、
ゝ

： 

「

大
不
況」

期
の
性
格
セ
分
析
し■(

第
一
一
韋) 
'

.

「

大

不
■
. 

況」

の
.

興
因
を
、:

ア
メ
リ
ガ
、
ド
イ
：ツ
等
の
工
業
的 

発

展

に

ょ

る「

過
戰
生
産」

，に
求
め
ょ
ぅ
ど
し
.て
き 

た
従
来
の
見
解
を
批
判
し
て
、

「

大
不
双
1-
;

:

の
^

^

 

，
な

敬

源

を

「

イ

ギ

リ

ス
^

_

rt

部
.の
過
剰
な
固
定
資 

本
を
め
ぐ
る
資
本
蓄
辦
の
困
難

」
(

六
頁)

^

求
め
：

. '
■:
'
'る

。
：
；

.そ
'-
1
,
て
:.
'
:
株

融
市
場
の
変
化
な
ど
，の
叙
述
h

通

じ

て
-I

大
不
況」 

V

:

:
の
.

意
霧
を
追
究
しf

三
章)

、.
：イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と'. 

■•
.

す

る「

大
不
況」

'

は

「

座
要
産
業
企
業
の
株
式
资
本
' 

と
し
て
の
商
品
化
を
準
備
す
る
こ
と
に
：よ
つ
て
、
イ 

ギ
リx

を
.

は
じ
め
ァ
メ
リ
力
、
ド
イ
ツ
に
.金
融
資
本 

.

.
■
の
形
態
的
完
成
をも

た

らす
具
体
的
契

機」

と
な 

り
、「

さ
ら
に
金
融
資
本
の
現
実
的
蓮
動
過
程
に
お 

け
る
、
.
そ
れ
ら
諸
国
の
特
殊
な
様
相
と
地
位
を
決
定 

し
た」

(

■

一.
六
頁)

、
と
意
義
づ
け
て
い.る
。

第
一
一 

部
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
綿
業
を
中
心
.と
す
る
産
業
資 

,
本
主
義
段
階
が
、
綿
業.の
発
展
"

鉄
道
：の
発
達
と

M

 

際
資
本
市
場
の
発
展
、
：
イ
ギ
リ
.

ス
鉄
鋼
業
の
躍
進
、

と
い
つ
た.
順
序
で
準
備
的
考
察
が
行
わ
れ
た
.

察
一
. 

章)

後
に
'

「

大
不
況」

期
と
：そ
の
も
と
で.の
■

株

式
. 

形
態
の
普
及
お
よ
び
海
外
投
資
の
変
化
な
ど
が
取
扱 

.

わ
れ
る
'.(
第
一
一
章.)

。

こ
こ
で
も
、
.「

大
不
㈤

」

.
の
厚 

'
.
因
.

を
後
進
抬
頭
国
の
イ
ギ
リ
ス
に
た
.い
す
る
反
作
用 

に
求
め
る
と
と
は
困
難
で
、

「

原
因
は
‘

イ
ギ
リ
ス-
自
.

.
身
の
内
部
的
耍
因
に
こ
そ
求
め
ら
れ
ね
ば
.な
ら
な 

い」
(

一
六
九
頁)

と
さ
れ
、.「
イ
ギ
リ
ス>

大
不
況』

：
 

は
、.
好
況
過
程
に
お
け
る
国
際
資
本
市
場
の
煎
要
性
、
 

の
増
大
、
.

利
子
率
上
昇
に
た
い
す
る
阻
害
的
傾
向
、
：
^

.

-

中
小
资
本
の■
執

拗

な

残

存

性

、

そ

し

て

固

定

資

采

更

.
'
ス 

:

新
に
■

た
.

い
す
る
困
難
と
い
ぅ
、
総■じ
て
産
業
資
本
段:. 

.

階
.

の
自
立
的
蓄
積
を
：根
本
的
に
変
更
す
る
よ
ぅ
な
資
ハ

本
蓄
積
の
.

一
般
的
傾
向
に.
よ
.

っ

て

も

た

ら

さ

れ

た

.
景
 

;

気
循
環
め
変0

、
才
な
わ
ち
産
業
の
停
滞
性
に
ほ
か 

~

な
ら
な
か
っ
た」

ハ
ー
一
〇

一
頁

)

'

と
さ
れ
て
1'
.

る
。

:

そ
し
て
、
第

三

章(

産
衆
に
お
け
る
資
本
市
場
の
確 

•

立
ど
金
融
資
本)

で
は
、

こ

の
•
■

大
不
況」

の
解
消 

■ 

/

過
程
で
の
、
ィ
ギ
リ
，ス
国
内
資
本
市
場
の
成
立
と
合 

同
運
動
が
考
察
さ
れ

「

流
動
的
资
本
市
場
の
成
立
.こ 

'

そ
、『

大
不
況』

，期
に
提
起
さ
れ
た
固
定
資
本
の
流 

動
化
を
達
成
し
、
新
た
.な
発
展
内
容
を
も
っ
た
胄
ホ 

.

蓄
積
.
を
実
現
す
る
株
式
資
本'の
成
立
、
す
な
わ
ち
金 

融
資
本
の.
確
立
を
意
味
す
る」

o

l

r

o

頁)

.と
さ
れ 

る
。
：
以
上
；の
よ
ぅ
な
ィ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
金
融 

資
本
の
成
立
に
つ
い
て
の
考
察
を
ぅ
け
て
、
第
三
部 

.

.で
は
、.
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
金
融
資
本
の
形
成
が
、 

.
鉄
道
及
び
鉄
鋼
業
の
発
展
を
莶
軸
と
し
た
資
本
集 

1.
:

中
、
支
配
集
中
の
な
か
で
の
工
業
証
券
市
場
の
成
立 

-

に
よづ

：：

て
行
わ
れ
、

こ
の
金
融
資
本
の
成
立
が

「

ア 

':

メ
リ
，力
の
資
本
主
義
的
産
業
の
全
構
造
を
決
定
的
に 

，変
容
さ
せ
る
と
い
ぅ
結
采
を
も
た
ら
じ
た

」
(

四
〇 

.

六
頁)

.

.と
し
て
総
括
さ
れ
る
。
第
四
部
で
は
、
ド
ィ
ツ 

'

金
，融
資
本
成
立
の
前
提

A
J

し

て

の「

大
不
況」

、

不
. 

況
カ
ル
テ
■

ル
な
ど
が
.■考

察
さ
れ
た
後
に、
.

.好
況
力
ル 

テ
ル
と
.混
合
企
業
の
生
成
が
ルI

ル
炭
鉄
業
に
つ
い 

;;

て
：叙
述
さ'it
、
，資
本
市
場
と
ベ
ル
リ
ン
大
銀
行
と
の 

■•

関
係
'

な
ど
.

が
.

明
ら
か
に#

れ
、
ド
ィ
ツ
金
融
.資
本
の 

.

発
展
：が
$

ル
学
1:

業
.

に

お

け

る

*

£

^

_

、

資

本

市

.

場
と
証
券
代
置
の
叙
述
：の
中
で
示
'

さ
れ
：て'
い
る
。:

こ 

こ

で

は

，
’
自

己

金

融

的

傾

向

が

比

較

的

顕

著

に

み

ら

. 

れ
た
化
学
エ
業
、..コ
-ン
ッ
ェ
ル
ン
内
部
金
融
の
電
機 

.

.

.工
業
な
ど
の
指
摘
が
ぁ
り
、

こ
れ
ち
の
部
門
；で
は

':
'

:
■

ベ
ル
リ
ン
大
銀
行
も

「

炭
鉄
業
に
.
お
.

け
る
ほ
.

ど
：の
決 

定
的
役
割
を
果
さ
な
く.；な
っ
た.」

s'

〇
o

5

と
 

.

.
さ

れ.
る
。

.

.

ン
.

以

上

简

単

に

紹

介

し

た

よ

ぅ

に

广

本

書

は

、
.
.
一

九 

世
紀
七
〇
年
代
か
ち
：

1

0-

世

紀

初

頭

に

か

け

て

，
の

ィ 

■'

ギ
：リ
ス
を
中
心̂

し
た
世̂

資
本
主
義
の
：変
容
過
程 

.

.

.を

.

、.
.

金
融
資
本
の
成
立.
,

展
開
.

と
;1
.
.
て
^

.

.ら

.

え
よ
ぅ
.

,

と
.

し
^

'「

帝
国
主
義
研
究J

:

で

あ

る

。

こ

こ

で

'
の

金 

融
資
本
の
概
念
、
:.

背

後

に

あ

る「

原
理
論
の
新
た
な 

:

体
系」

>(

は
し
が
：き)

に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
直
ち
に 

賛
同
し
難
い
：が
、
.
.：
と

；
に

か

く

、

ふ

ん

；
だ

ん

：
に

#

実

を
 

も
り
こ
ん
だ
力
作
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
新
た
な 

理
論
的
問
題
提
起
を
含
ん
だ
実
証
的
研
究
で
あ
る
。：
 

そ
れ
'
だ
け
に
、
読
者
と
し
て
％:
編

者

が「

は
：し
が 

き」

の
程
.

度
.

に
と
ど
ま
ら
ず
、
.

本
書
全
体
が
.提
起
し 

て
い
る
理
論
的
諸
問
題
を
整
理
，
総
括
し
て
従
来
の 

見
解
と
の.
対
比
に
お
い
：て
そ
れ
を.示
さ
れ
た.
な

ら
. 

ば
、V

各
論
文
.
が
そ
れ
を
実
証
す
る
と
い''っ
た
構
成.
と
. 

な
っ
て
，
も
っ
と
ず
ら
と
読
み
易
い
も
の
と
な
っ
た 

で
あ
ろ
うAJ

.

思
わ
'

れ
る
。：

•!
>
_

か
し
、
実
は
そ.
れ
こ
，そ 

汲

み

と

る

べ

：
き

も

.

の
>
じ
て
読
者
に
課
せ
ら
れ
た
課 

題
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

(

日
本
評
論
社.
.

<

5
 

•五
：

一：：

一
頁
，

U
1

一
〇
〇
円>
 

—

常
,

.

政
治
I

.

■

玉
野
井
芳
郎
編
著
：.、

.

.

'■
:

:
_

V
『

大

恐

慌
.
の

研

究̂

-

.

:ー
：
九

ニ0 -
.

年

慘
.

:

'

7

メ
リ
ヵ
経
済
0'

繁
栄
と
そ
の
3
朋
敗』

.

V

; .「

本
.書

は

.
、
，
そ

：
の
：
副

題

の

.
示

す

ょ

'ぅ
.に
、

-
九1

1  

,
九

±
1

至
年
の
大
恐
慌
の
解
明
を
目
镇
に
、
，
ァ
：メ
'リ 

.
■ *
資
本
主
義
に
お
け
る

 

一
一◦

年
代

.の

.繁
栄
と
そ
の
調 

壊
の
プ
ロ
ャ
ス
を
考
察̂

た
も
の」

一(

は
し
が
き)

で
、
編
別
構
成
及
：び
.執
筆
.分
；担
は
次
の
；ご
と
く
で
あ 

-;

る
。
1
序
論(

玉
野
井
芳
郎‘
春
田
素
夫

)

，
' 

n株
式 

ブ
ー
ム
の
構
造
的
背
景
と
.大
恐
慌
の
諸
要
因

(

吉
富 

勝)

、
.'
3
金
融
政
策
と
商
業.銀

行(

平
田
喜
8

、' .
] 7 

景
気
変
動
と
国
際
収
支
：

(

志
築
徹
朗

)

、
へV
自
動
車
産.
. 

業

(

佗
美
光
彦

)

、
矶
建
築
ほ|&(

中
野
安)

、
7|
1
鈇 

鋼
業
.，

(

伊
藤
誠)

、
¥1
1
1農

業(

伊
藤
誠)

、
K
電
力
事 

業
お
ょ
び
公
益
事
業
の
..投
資
活
動

(

鬼
塚
雄
亟

)

,°
な 

お
.
.
.
農
業
'
付
論
.と
し
て
中
小
企
業..
.

(

伊
藤)

- :

..が
、
，
.

:

補
論
I

と
し
て
：「

長
期
趨
勢
I

趨

勢

.の

パ

ネ

ー

ン
 

七

波

動

——
」
(

公

文

俊

平.；
竹

内

靖

雄

)

、
補

論
0 

と
::
L

て

「

，
モ

ネ

ル

ギ

ー

構

造

の

.変
化
|

'

ー
，
九
-:Q

 

年
代
に
お
げ
る
技
術
策
新
の
一
側
面——

」
(

鬼
塚)

 

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
編
別
描
成
か
ら

明
.

ら
か
な
.

よ
.

う
に
、■
大
恐
慌
を
.
総
括
的
に
、

つ
ま
り.

1

九
.

ニ
〇
年
代
の
好
況
過
程
と
そ
の
大
恐
慌
.へ
の
転 

:

換
：の.
過
程
を
、
，主
要
部
門
の
豊
富
な
資
料
に
し
た
が 

:

っ
：て
多10
1

的
に
追
跡
し.
た

.%

.

の
で
あ
る。

.

V 
.

こ
.

の
研
究
.

を
は
じ
あ
：る
に
あ
た..っ.
て
の
、
編
渚
の 

"

問
題
意
識
は
、
.

.「

民
間
粗
投
資
が
：九
〇

%

以
上
も
減 

じ
る
よ
う
な
落
ぢ
込
み.を
.
示
し
た
大
恐
慌
に
お
け 

.

る
、',
史
上
空
前
の
深
い
景.気
下
降
が
'ど
う
し
て
坐
じ 

た
か
に:

つ.
い
て
：の>
c

c>
'

秘
密
を
明
ら
か
に
：す
る
こ 

と」

ノ
，及

び「

大
恐
慌
を
エ
ポ
ツ
ク
と
し
て
、ill
:
界 

の
'
資
本
主
経
済
に
大
き
な
変
化
が
種
.々

の
而
で
み 

&

め
ら
れ
■

る
が
"

そ
の
、よ
う
な
大
：恐
慌
を
資
本
主
義 

:

の
発
展
の
罾
殳
の
う
え
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る 

べ
き
か」

と
い
う
こ
と
で.
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
問 

題

意

識

の

：
も

と

，
に

"

前
述
：の
よ
う
な
編
別
構
成
を
も 

っ.
て
分
析
が
す
す
め
ら.れ
る
。.
'

t

m

.
の
分
析
.は
そ
れ 

ぞ
れ
多
岐
に
直
っ
て
い
て
、
ど
れ
ら
を
一
括
し
て
要 

約
す
I

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
編
別
檇
成
全
体
を 

通
じ
て
貫
か
れ
て
い
る
視
点
は
、

「
一

一〇
年
代
の
：
ア 

メ
リ
カ
資
本
主
義
を
中
心_と
•す
る
国
際
的
な
資
金
の 

網

、̂
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
資
本
が
ド
ィ
ツ
に
輸
出
.さ 

れ
、
そ
れ
が
ド
ィ
ツ
の
賠
償
支
払
を
と
お
し
て
ィ
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両
国
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還
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カ
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還

流

す
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と
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う
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と

、

ア
メ
リ
カ
と
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ン
ス
の
短
期
資
金
が
、
ィ
ギ 

リ
ス
を
介
し
て
後
進
農
業
諸
国
へ
と
流
れ
こ
む
と
い


